
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年、明けましておめでとうございます。  

平成 25 年の希望に満ちた新年を迎え、心よりお祝い申し上げます。 

昨年は東日本大震災やタイの洪水からの復活が期待された年でしたが、

厳しい経済環境が続く中、年末には三年ぶりの政権交代が行われるなど、

内外ともに大きく揺れ動いた一年でありました。 そんな中、我が工業団地では震災で被災された

会員企業様の復旧も着実に進むとともに、新たに進出される企業様をお迎え出来るなど、明るさも

見え始めてきたことを大変うれしく思っています。 

芳工連の活動につきましては、県、芳賀町様の御指導及び会員企業様の御協力のもと、4部会を

中心に当初計画に沿った活動を推進してまいりました。 

 

① 総務企画部会が実施したカテゴリー毎の人材教育の研修会では、参加された多くの方々に 

「得られた知見が職場で活用できる」と好評で、今後も継続的な開催が期待されています。 

② 環境整備部会は定期的なクリーン作戦を実施する事で、団地内に捨てられている空き缶やペッ

トボトルも少なくなり、継続的な活動が功を奏していると実感しています。 

③ 安全衛生部会が定期的に開催している普通救命講習会は、案内と同時に募集定員が満席となる   

など大変好評で、企業で働く多くの方々の危機管理に対する意識向上の一助となっております。     

④ 交通防犯部会は通常の活動だけでなく、『平成 24 年度 安心・安全の道づくり県民大会』にお

いて県内の工業団地を代表して意見発表を行い、立地企業のみならず地域の方々の声を代弁し

て、行政に対し道路整備事業を着実に推進してもらうよう訴えることが出来ました。 

 

このように４部会の活動については多くの方々ご協力を頂き、一部計画を上回る実績をあげるこ

とが出来ました。 担当された皆さんに心からお礼を申しあげます。 

本年も「より安全・安心な工業団地」に向け更なる充実した活動を展開して行きたいと思います。

昨年同様、絶大なるご協力を頂きますようお願いいたします。 

結びに、会員の皆様の益々のご繁栄を祈願して、新年の挨拶とさせて頂きます。 

□ 発行 芳賀町工業団地連絡協議会         □ 栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台 ９８        □ＴＥＬ ０２８（６７７）５０３３ 

□ http://www.hokoren.com                □ E－Mail : information@hokoren.com      □編集責任者 河田 茂美 
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新年明けましておめでとうございます。 

昨年は大変お世話になりました。  

本年も芳工連の活動にご理解ご協力をお願い申し上げます。 

芳賀町工業団地連絡協議会  役員一同 
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■安全衛生部会  
１）安全衛生事例発表会開催 

12 月 4 日芳賀町工業団地管理センターにおいて 27 企

業 38 名が参加して、安全衛生事例発表会を真岡労働基

準監督署沼澤署長様出席のもと開催しました。 

安全衛生部会藤枝部会長の挨拶の後、事例発表に移り、 

発表は、本田技研工業㈱品質改革センター総務ブロッ

ク・リダーの立岡様・増田様の２名で行われました。 

品質改革センターの業務は、設計・開発・生産・販売そ

してサービスに至る各段階での品質の向上や改善を迅

速に図る為に、市場での品質情報に関わる組織で、日本

はもとより世界各国から品質に関する豊富な情報が日々

集まり、抽出した課題に対して対策を講じたうえ関係各

所にフィードバックしている部門との事だそうです。 

品質改革センターとしての安全への取り組みは、安全

衛生委員会を設置し、総括安全衛生管理者を長に各室課

長を責任者に置き活動をされており、目標は、業務安全

ゼロを目指し、重点施策として安全管理のスキルＵＰ・

安全規程の帳票改定について、3 ヶ年計画で取り組んで

いるそうです。 

安全衛生監査の実施結果、特に機械(解析)設備に纏わ

る項目の評価が低くそれに対し、従来の安全衛生組織に内部監査を行う仕組みを造り、2010 年よ

りは、独自に内部監査を実施する事で、早期にＰＤＣＡを廻すことが出来、監査評価の向上が図ら

れたとの事だそうです。 

設備点検についても、日常点検・始業点検の確認チェック項目については、過去には、責任者の

代理サインでも可能な為、認識の違いから曖昧な確認となっていた事実もあり、改善策として代理

者サイン禁止を行うことで、役責者によるタイムリーな判断が得られ、災害や故障等を未然に防ぐ

ことが可能になった事例が紹介されました。 

 労働基準監督署 沼澤署長様よりの講評 

本田技研工業㈱品質改革センターの安全衛生活動への

取り組みは、目標を明確に設け取り組んで行くことは基本

であり、特に 3ヶ年と云う時間軸を明確に目標として掲げ

たことに意義が有る、目標を定めて展開して行く事で、事

前評価をする事・現場に意識付けをさせる事が可能となり、

さらに、評価を実施する事で、気づかせる、把握をさせる、

どの様に取り組むか、結果どの様になったのか、ＰＤＣＡ

を認識させることも重要であると述べられました。 

また、日常点検・始業点検の確認チェック項目について

の改定では、責任体系が多くなると責任の所在が不明確になりがちになる為に、シンプル化に取組

んだ事は、その効果が、現場で明確となり、現場の意識付けが向上し労働災害の低減に繋がる為、

今取り組んでいる内容を今後も、継続して展開して頂きたいとのお話を頂きました。 



■真岡労働基準監督署 沼澤署長安全講話 
安全衛生事例発表会終了後、沼澤署長様より安全講話を

頂き冒頭、真岡労働基準監督署管内において、昨年に比べ、

労働災害が５０％増加しており、災害増加に歯止めがかか

らない憂慮すべき状況にあり、労働災害による被災者をこ

れ以上出さない決意のもと、設備の点検・行動の点検・ 

教育の点検を実施し災害を未然に防止するとの強い言葉が

有りました。 

業種別の事故の型・起因物の特徴として、製造業に於い

ては、災害の 40％が一般動力機械・金属加工用機械による災害で昨年に比べ 2倍近くなっており、

道路貨物運送業に於いても、トラックの荷台からの墜落、転倒が増加しているとの事で、いずれも

経験年数が浅い若年層・中高年層の労働者に多く発生している事で、雇い入れ時の教育の徹底をし

て頂きたいとの事でした。 

労働災害の現状として、労働災害を防止する為に必要とされる、安全装置に不十分なものが多く、

安全管理と生産管理が一致していない事が大きな要因であり、現場の実態、人間の特性に有った『守

れるルール』であるかの検証が必要である事を強調されておりました。 時として、手段が目的と

なりがちな場合が有る為の警鐘かと思いました。 

参加者の多くは、年末・年始を控えてのこの時期、改めて無災害への取り組み姿勢を確認させら

れた講演でした。 

■交通防犯部会 

１）のぼり旗設置 

12月 11日～12月 31日迄展開される年末の交通安全県

民総ぐるみ運動展開を前に交通防犯部会に於いて、12 月

10 日朝、11 社 13 名の参加を頂き、交通安全横断幕・ 

のぼり旗の設置を行いました。日差しは有るものの、吹

く風は冷たく、作業終了後には、白いものが舞い散る中

での作業で、年末年始、誰一人事故に遭わないようにと

の願いを込めての作業でした。 

２）年末の交通安全県民総ぐるみ運動での街頭立哨 

19 日管理センター前交差点にて、交通防犯部会員によ

る街頭立哨を実施しました。 立哨には、12 社 16 名の

方が朝早くから集合し、のぼり旗を各自持ちながら師足

の肌寒い風を頬に受けながらの立哨でした。 

師走に入り、何かと気忙しくなると同時に、年末年始

の休暇が更に注意力の散漫になりかねません、会員の皆

様には、慎重な運転をお願いします。 

立哨終了後、前田交通防犯部会長より、立哨で目にした危険と思われる運転内容等について、各

自の職場ミーティング等で話をして頂き、情報の共有化を図る事で、少しでも交通事故撲滅に寄与

して頂きたいとのお話が御座いました。 

【 参考 24 年 10 月末 】 県内の交通事故発生件数は、昨年同期比 6,592 件 ‐274 件  



芳工連日誌 

【12月の実績】 

04日 安全活動事例発表会 

10日 交通安全のぼり旗設置 

12日 第 3回役員会開催 

15日 年末年始無災害運動実施 

13日 清原・宇都宮・芳賀工業団地情報交換会 

19日 街頭指導実施 

【１月の予定】 

07日 仕事はじめ 

08日 芳賀町賀詞交換会 

08日 交通安全のぼり旗撤去 

16日 団管連幹事会 

18日 芳工連賀詞交換会 

25日 商工会理事会・新年会 

2６日 資源回収日 

30日 普通救命講習会 

 

 負傷者数は 8,439 人‐298 人となっており、交通防犯部会員の地道な交通安全活動が少なから

ず、寄与していると感じております。 

■第３回役員会開催 
12 月 12 日役員会が開催されました。今回の主な議題

は、これまでの各部会等の活動報告、及び活動を通して

明確になった課題の共有と今後の展開に向けての協議、

年明け計画されている芳工連賀詞交換会の役割担当の

確認、及び栃木県工業団地管理連絡協議会の諸活動計画

に向けての対応等多岐に渡りました。 

役員の方々には、企業の重責であり年末を控え業務多

忙の中出席を頂きありがとうございました。  

又、次回の役員会は、平成 25 年 3 月第 3週に開催する予定で御座います。 

 近隣工業団地情報交換会実施 

清原工業団地総合管理協会・宇都宮工業団地総合管理協会・芳賀町工業団地連絡協議会との情報

交換会が 13 日宇都宮市内にて 8 名の参加を頂き開催されました。清原工業団地渡辺専務様よりの

挨拶の後、それぞれの工業団地内の近況報告等の情報交換がなされ、芳賀町工業団地連絡協議会よ

りは、来年早々に工事着工予定のメガソーラー発電施設 2箇所の設置概要、ジェイアールバス関東

様の工業団地内への車両基地移転等の情報を提供させ

て頂きました。 

 芳賀町工業団地管理センター管理組合役員会 

12月3日 平成24年度上期管理組合役員会が開催され、

上期の業務内容や運営状況報告、24年度収支の見込み、

経年劣化に伴う、各設備メンテナンス等について報告を

致しました。 

今春レストラン棟から飲食店の撤退以来、借用される

方を募集しておりましたが、12 月中旬 ひのやフー

ドサービス(株)様が入居されることに決定いたし

ました。  業容は、仕出し弁当の製造・デリバリ

ーとの事、今後は会議室を利用される方々にも活用

して頂ければ幸いです。 

事務局雑感  

初詣で今年の抱負をしっかりと祈願したのです

が、一年経った今、振り返るとほとんど実行してお

らず、ただ反省するばかりです。 

25 年の元旦は、改めて抱負をしっかりと祈願し、

実行に移したいと思っております。 

この一年、芳工連の運営については、皆様のお力を

頂く事が出来感謝申し上げます。 25 年も旧年同様

宜しくお願い致します。 

皆様に於かれましても、25 年も、良い年で有りま

す様にお祈り申し上げます。 


